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子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で�

�

健
康
で
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

●�
子
育
て
支
援
の
充
実
と
少
子
化

対
策
の
推
進

　

少
子
化
の
要
因
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
非
婚
化
・
晩
婚
化
に
対
し

て
、
結
婚
を
希
望
す
る
男
女
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
婚
生
活
の
支
援
と
し

て
「
結
婚
お
祝
い
金
」
を
給
付
し

て
ま
い
り
ま
す
。
子
育
て
世
代
へ

の
支
援
策
と
し
て
も
、
出
産
時
・

就
学
時
・
中
学
入
学
時
の
支
援
事

業
と
し
て
「
子
育
て
３
ス
テ
ッ
プ

応
援
金
」
を
支
給
し
て
ま
い
り
ま

す
。

●
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育
て
期
ま

で
、
切
れ
目
な
い
支
援
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
伴
走
型
相
談
支
援
体

制
を
強
化
し
ま
す
。
全
て
の
出
生

児
を
対
象
と
し
た
保
健
師
な
ど
に

よ
る
家
庭
訪
問
を
実
施
す
る
ほ

か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し

た
小
児
科
医
・
産
婦
人
科
医
・
助

産
師
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
Ｓ
Ｎ

Ｓ
相
談
を
実
施
し
て
、
全
て
の
妊

産
婦
な
ど
の
孤
立
感
・
不
安
感
の

解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
「
出
産
・
子
育
て

応
援
交
付
金
」
を
活
用
し
て
、
経

済
的
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

●
地
域
医
療
体
制
の
充
実

　

安
心
で
き
る
地
域
医
療
体
制
の

確
保
の
た
め
「
さ
く
ら
が
わ
地
域

医
療
セ
ン
タ
ー
」
の
安
定
的
な
運

営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
様
の
５
類
感
染
症
に
移
行
さ
れ

ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関

し
て
は
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
地
域
福
祉
の
推
進

　

少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
の
進

行
、
個
人
の
価
値
観
の
多
様
化
な

ど
に
よ
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
が

希
薄
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
地
域
福
祉
の

意
識
を
高
め
、
地
域
で
支
え
合
う

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
や
関
係
団

体
と
の
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　

障
が
い
の
あ
る
方
お
よ
び
そ
の

家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安

心
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
相
談
支
援
体
制
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
自
立
と
社
会
参
加

へ
の
支
援
を
推
進
す
る
た
め
、
各

種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
支
援
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
高
齢
者
福
祉
の
推
進

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
、
相
談
体
制
の
充
実
、
生
活

支
援
体
制
の
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
医
療
・
介
護
な
ど
が
連
携
す

る
仕
組
み
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
に
、
緊
急
通
報
機
器

を
貸
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
緊
急

事
態
発
生
時
の
対
応
や
安
否
確
認

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
「
高
齢
者

あ
ん
し
ん
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
」

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
社
会
保
障
制
度
の
健
全
運
営

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
安
定
化

を
図
る
た
め
、
医
療
費
の
抑
制
と

保
険
料
の
収
納
向
上
に
よ
り
、
保

険
財
政
基
盤
の
安
定
化
を
図
り
ま

す
。

　

介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
は
、

要
介
護
認
定
者
や
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
さ
ら
な
る
増
加
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
健
全
な
介
護

保
険
財
政
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。生

き
が
い
を
育
む�

�

学
び
の
ま
ち
づ
く
り

●
学
校
教
育
の
充
実

　
「
確
か
な
学
力
」、「
豊
か
な
心
」、

「
健
や
か
な
体
」
の
調
和
の
と
れ

た
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
と
と

も
に
、
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を

整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
整

備
を
進
め
た
一
人
１
台
学
習
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
機
器
を
活
用
し

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
に
よ
る
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
の
苗
木
の
育
成
体
験
を
通
し

て
、
郷
土
に
つ
い
て
の
学
習
を
深

め
る
と
と
も
に
、
外
国
語
指
導
助

手
を
通
し
て
、
英
語
の
習
得
と
国

際
理
解
教
育
の
推
進
に
努
め
ま

す
。

　

小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
に
つ

い
て
は
「
小
中
学
校
適
正
配
置
基

本
計
画
」
を
基
に
、
地
域
や
保
護

者
の
方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら 

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に「
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
活
用
し
た
教
育
相
談
の
充
実
を

図
り
、
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
問

題
の
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

●�

生
涯
学
習
・
芸
術
文
化
活
動
の

推
進

　

電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

な
ど
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま

が
生
涯
学
習
に
自
発
的
に
参
加
で

き
る
よ
う
、
学
習
で
き
る
機
会
の

提
供
に
努
め
、
活
用
し
や
す
い
施

設
を
目
指
し
、
利
便
性
の
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
建
設
中
の
「
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
」
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

核
と
し
た
新
時
代
の
生
涯
学
習
拠

点
と
し
て
整
備
し
て
ま
い
り
ま

す
。

●
青
少
年
の
健
全
育
成

　

豊
か
な
体
験
・
交
流
・
学
習
活

動
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
生
き

る
力
を
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

青
少
年
が
健
全
に
の
び
の
び
と
、

生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ

て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
大
会
や
、
ス

ポ
ー
ツ
教
室
が
開
催
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
幅
広
く
ス
ポ
ー
ツ
を
気
軽
に

取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

●
文
化
財
の
保
存
活
用

　

国
指
定
天
然
記
念
物
の
「
桜
川

の
サ
ク
ラ
」
の
土
壌
調
査
な
ど
を

行
い
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
保
全
管
理

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
文
化
財
の
維
持
管

理
や
調
査
を
行
い
、
修
理
の
た
め

の
技
術
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。「
真
壁
の
町
並
み
」
や
「
真

壁
城
跡
」
に
つ
い
て
も
、
歴
史
景

観
の
保
存
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

安
全
安
心
な�

�

暮
ら
し
の
ま
ち
づ
く
り

●
消
防
・
防
災
対
策
の
充
実

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
自
主
防
災
組
織
の

育
成
強
化
・
防
災
訓
練
を
は
じ
め

と
す
る
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
数
の
減
少
や

平
均
年
齢
の
上
昇
な
ど
を
踏
ま
え

て
、
地
域
の
実
情
に
合
う
消
防
体

制
の
見
直
し
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

●
防
犯
・
消
費
生
活
対
策
の
推
進

　

市
民
の
皆
さ
ま
が
、
安
心
し
て

生
活
で
き
る
犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。
防
犯
灯
や

防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
を
整
備
し
、
防

犯
意
識
の
高
揚
と
防
犯
体
制
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
体
制
の

充
実
と
、
正
し
い
消
費
知
識
の
習

得
や
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
防
止
の
た
め
、
啓
発
活
動
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
交
通
安
全
対
策
の
推
進

　

交
通
安
全
施
設
の
整
備
や
道
路

の
危
険
個
所
の
解
消
に
努
め
、
関

係
機
関
と
連
携
・
協
力
し
て
、
市

民
の
交
通
ル
ー
ル
や
交
通
マ
ナ
ー

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

活
力
あ
る�
�

産
業
の
ま
ち
づ
く
り

●
農
林
業
の
振
興

　

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
、
地
産

地
消
の
推
進
と
農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
進
め
、
農
家
の
所
得
向
上

を
図
り
、
新
規
就
農
者
の
確
保
や

農
地
の
集
積
に
よ
る
効
率
化
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
村
環
境
の
保
全
と
し

て
、
優
良
農
地
の
確
保
、
耕
作
放

棄
地
の
発
生
予
防
と
解
消
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
有
害
鳥
獣
対
策

室
と
猟
友
会
の
連
携
に
よ
り
、
イ

ノ
シ
シ
な
ど
の
捕
獲
や
被
害
防
止

対
策
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
里
山
保
全

や
、
森
林
環
境
譲
与
税
な
ど
を
活

用
し
た
森
林
資
源
の
維
持
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

●
商
工
業
の
振
興

　

経
営
が
安
定
し
、
経
済
活
動
が

活
発
に
な
る
よ
う
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
販
路
拡
大

や
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
商
品

開
発
の
支
援
、
商
工
会
と
連
携
し

た
経
営
支
援
を
行
い
ま
す
。
市
内

の
消
費
促
進
お
よ
び
商
工
業
の
振

興
を
図
る
た
め
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
事
業
」
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
地
場
産
業
で
あ
る

石
材
業
に
つ
い
て
は
、
市
内
外
の

石
材
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、

石
材
製
品
の
市
場
や
販
路
の
拡
大

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
「
産
業
立
地
・
雇
用
促
進

に
関
す
る
奨
励
制
度
」
に
基
づ
く

優
遇
措
置
や
、
遊
休
地
情
報
を
発

信
し
、
周
辺
道
路
の
整
備
な
ど
企

業
が
立
地
し
や
す
い
環
境
を
整

え
、
新
た
な
雇
用
確
保
が
で
き
る

よ
う
企
業
誘
致
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

●
観
光
の
振
興

　

国
の
名
勝
指
定
の
「
桜
川
の
サ

ク
ラ
」
や
多
数
の
登
録
文
化
財
を

有
す
る
「
真
壁
の
町
並
み
」
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る「
雨
引
観
音
」

な
ど
の
歴
史
・
文
化
資
源
と
と
も

に
、
地
域
資
源
で
あ
る
「
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
」「
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー

ク
」「
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん

ロ
ー
ド
」
な
ど
、
市
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
市
内
に
自
生
す
る
55
万

本
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
「
日
本
一
の

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
里
」
と
し
て
全
国

に
向
け
引
き
続
き
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
「
上
野
沼
や
す
ら
ぎ
の
里

キ
ャ
ン
プ
場
」や「
筑
波
高
原
キ
ャ

ン
プ
場
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
地

や
特
性
を
活
か
し
た
管
理
運
営
を

桜川市長 大
お お つ か

塚 秀
ひ で き

喜

令和 6年度 施政方針
　令和６年３月５日～１８日の会期で開催された、
第１回桜川市議会定例会で、令和６年度の市政運営
に向けて、大塚市長が施政方針を述べました。
　本月号で、その概要をお知らせします。　
　なお、令和６年度予算の概要については、来月号
に掲載します。

施政方針

✿ CONTENTS

02 令和 6 年度施政方針
05 さくらがわ人生応援プロジェクト
06 English Day 開催／民間自治功

労者表彰／県西８市が包括連
携協定締結

07 まちの話題
08 第 19 回桜川市さくらマラソン

大会
09 歴史資料館だより№ 105
10 健康ガイド
12 情報ひろば
15 文芸さくらがわ
16 大和駅北公園遊具増設／真壁

のひなまつりで来訪者をお出
迎え／被災地に市職員派遣

【人口】 36,527 人 （ー 53）
【 男 】 18,165 人 （ー 22）
【 女 】 18,362 人 （ー 31）
【世帯】 13,513 世帯（± 0）

（　　）は対前月増減
常住人口

令和６年 3月１日現在

✿ 表　紙

一走入魂
５年ぶりに開催　第 19回桜川市さくらマラソン大会

　表紙は、３月 10 日に桜川市
総合運動公園で行われた第 19
回桜川市さくらマラソン大会を撮
影したものです。
　５年ぶりの開催となった同大
会は、市内外から多くの方が参加
し、早春の桜川路を駆け抜けまし
た。ランナーからは、全力で疾
走する姿と、走りに集中した真剣
な表情がみられました（8 ページ
に関連記事を掲載しています）。

一走入魂

✿ 桜川市の人口と世帯
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行
い
、利
用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

快
適
な�

�
暮
ら
し
の
ま
ち
づ
く
り

●
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

　

桜
川
筑
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
地
区
に
お
け
る
新
た
な
都
市

拠
点
の
形
成
を
推
進
し
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
即
し
た
適
正
か
つ
合

理
的
な
都
市
計
画
制
度
の
見
直
し

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
景
観
の
良
い
住
環
境
の
保
全

　
「
さ
く
ら
が
わ
人
生
応
援
住
宅

取
得
助
成
金
交
付
事
業
」
を
引
き

続
き
実
施
し
、
市
内
で
住
宅
を
取

得
し
た
場
合
、
最
大
で
２
０
０
万

円
の
助
成
金
を
交
付
す
る
こ
と
に

よ
り
、
定
住
人
口
の
増
加
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
「
桜
川
市
空
家
等
対
策
計

画
」
に
基
づ
い
て
、
市
民
が
安
全

安
心
に
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
の
確

保
と
地
域
社
会
の
活
性
化
を
目
的

に
、
空
家
対
策
の
推
進
と
利
活
用

の
促
進
を
図
り
ま
す
。

●
道
路
網
の
整
備

　

一
級
市
道
の
整
備
を
、
国
・
県

の
補
助
な
ど
を
活
用
し
、
年
次
計

画
に
沿
っ
て
順
次
進
め
「
上
曽
ト

ン
ネ
ル
整
備
事
業
」
を
引
き
続
き

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の

要
望
が
多
い
、
そ
の
他
の
市
道
や

排
水
整
備
は
、
緊
急
性
・
必
要
性

を
勘
案
し
な
が
ら
整
備
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、道
路
や
橋
梁
の
補
修
・

修
繕
な
ど
は
、
安
全
確
保
を
図
る

た
め
迅
速
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。

●
公
共
交
通
の
充
実

　

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
公
共

交
通
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
移
動

手
段
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
基
幹
路
線
の
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

Ｇ
Ｏ
」
は
、
さ
ら
な
る
利
便
性
の

向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
高
齢
者
や
運
転
免
許

を
お
持
ち
で
な
い
方
を
対
象
に
、

タ
ク
シ
ー
運
賃
の
一
部
を
助
成

し
、
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
を
確

保
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

●
下
水
道
の
整
備

　

水
洗
化
の
普
及
促
進
に
取
り
組

み
、効
率
的
な
事
業
運
営
を
図
り
、

接
続
率
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

●
上
水
道
の
整
備

　

給
水
人
口
の
減
少
や
施
設
の
老

朽
化
な
ど
か
ら
厳
し
い
経
営
環
境

に
あ
り
ま
す
が
、
安
全
で
お
い
し

い
飲
料
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る

た
め
、
新
た
に
策
定
し
た
「
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
」
や
「
経
営
戦
略
」
に

基
づ
き
、
水
質
管
理
や
老
朽
施
設

お
よ
び
老
朽
管
の
改
善
を
図
り
な

が
ら
、
公
営
企
業
と
し
て
経
営
の

健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
廃
棄
物
の
抑
制
と
適
切
な
処
理

　

市
民
の
皆
さ
ま
や
事
業
所
な
ど

の
環
境
保
全
に
対
す
る
理
解
と
協

力
の
も
と
、適
正
な
廃
棄
物
処
理
、

資
源
ご
み
の
再
利
用
、
リ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
循
環
型
社
会
の
構
築
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
生
活
環
境
の
保
全

　
「
桜
川
市
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
」
に
基
づ
き
、
地
球
温
暖

化
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
環
境
保
全

の
た
め
の
意
識
啓
発
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

特
に
、
不
法
投
棄
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
監
視
指
導
体
制

の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
質
の
監
視
強
化
に
努

め
、
悪
臭
や
野
焼
き
な
ど
の
公
害

苦
情
に
対
す
る
指
導
強
化
や
、
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
の
意
識
啓
発
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

み
ん
な
で
築
く�

�

自
治
の
ま
ち
づ
く
り

●
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
媒
体
を
活
用

し
、
定
期
的
か
つ
効
果
的
に
市
の

情
報
発
信
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
市
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る

仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
、
市
民

と
市
が
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
活
動
も
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

国
際
交
流
事
業
で
は
、
友
好
交

流
都
市
と
の
交
流
を
通
し
て
市
民

文
化
の
向
上
、
国
際
親
善
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

●
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

　

人
権
へ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
人
権
相
談
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
啓
発
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事

業
を
推
進
し
、
人
権
意
識
の
高
揚

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
広
報
活
動
や
講
演
会
の

開
催
を
通
し
て
、
男
女
共
同
参
画

の
意
識
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

●
時
代
に
合
っ
た
自
治
体
運
営

　

第
２
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

計
画
的
に
施
策
や
事
業
を
実
施

し
、
効
果
的
な
行
政
運
営
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
庁
舎
の
課
題
を
解
決

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図

れ
る
よ
う
新
庁
舎
の
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
導
入

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
の
Ｄ
Ｘ

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●�

組
織
経
営
と
人
事
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
充
実

　

職
員
の
能
力
開
発
や
人
材
の
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な

行
政
運
営
に
向
け
て
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

●
健
全
な
財
政
運
営
の
推
進

　

市
の
魅
力
あ
る
特
産
品
な
ど
を

発
掘
し
、
寄
付
者
の
皆
さ
ま
に
選

ん
で
い
た
だ
け
る
返
礼
品
を
取
り

揃
え
て
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
地
方
創
生
に
向
け

た
取
り
組
み
を
発
信
し
、
そ
れ
ら

の
財
源
と
な
る
「
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
」
に
よ
る
法
人
か
ら
の
支

援
も
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
く
ら
が
わ�

�

人
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

桜
川
市
は
令
和
４
年
度
に
過
疎

地
域
に
指
定
さ
れ
、
人
口
減
少
対

策
は
最
重
要
課
題
で
す
。

　

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
市
民

の
人
生
を
ト
ー
タ
ル
で
支
援
す

る
「
さ
く
ら
が
わ
人
生
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
、
昨
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら

新
た
に
追
加
と
な
る
事
業
な
ど
、

詳
し
く
は
、
次
ペ
ー
ジ
で
ご
説
明

し
ま
す
。

施政方針



公文桜川書写教室 桜川市友部1392-2所在地

古橋道代指導者名 090-7730-1860連絡先

ペ ン 習 字
筆 ペ ン

か き か た
毛 筆

※入会金・月会費とも消費税を含みます。
※会費には教材費を含みます。

月会費
大　人（中学生以上）……4,840円
子ども（小学生以下）……3,6３0円

大人・子ども共通……3,500円
入会金

無料体験実施中

はじめませんか、
　　　　 くもんで書写。
お子様から大人まで
くもんの書写は選べる4教科

事務所・工場 ☎ 0296-54-2626
つくば事務所 ☎ 029-877-1331
　 　 　 U R L https://digi-pri.com

未来に、社会に、
必要とされる印刷を
未来に、社会に、
必要とされる印刷を

5 さくらがわ　2024.4.1

令和６年度さくらがわ人生応援プロジェクト追加事業

若
者
支
援

事業名 内　容 担当部署・連絡先

賑わい創業
支援事業

市内で創業する方を対象に、土地・建物の購入や空き店
舗などの増改築など経費の一部を補助（最大300万円）

商工観光課
☎�58-5111・75-3111
代表

就職祝金事業
(個人 )

市内に居住し、市内に就職する新規就職者（要件あり）
に対して、お祝い金５万円を交付

商工観光課
☎�58-5111・75-3111
代表

就職祝金事業
(企業 )

市内に居住し、市内に就職する新規就職者を正規雇用し
た市内の事業主（要件あり）に、奨励金５万円を交付

地域開発課
☎�58-5111・75-3111
代表

就職活動支援事業 就職・就農を希望する近隣高校生などを対象に、企業・
事業者による説明会・相談会を関係機関と連携し開催

地域開発課
☎�58-5111・75-3111
代表

子
育
て
支
援

事業名 内　容 担当部署・連絡先

産婦人科・小児科
オンライン相談

スマートフォンを利用した産婦人科医・小児科医・助産師
によるオンライン・SNS 相談（24 時間受付、24 時間
以内に医師・助産師が回答）※令和６年秋頃開始予定

健康推進課
☎�0296-75-3159�
直通

ミ
ド
ル
支
援

事業名 内　容 担当部署・連絡先

帯状疱疹任意
予防接種費用助成

事業

50歳以上で帯状疱疹ワクチンを接種した方に、接種費
用の一部を助成

健康推進課
☎�0296-75-3159�
直通

※各種事業には、上記以外にも要件があります。詳しくはお問い合わせください。
　�また、追加事業の詳細および令和５年度から引き続き行われている事業は、市ホームページに掲載しています。

　市では、今後も続く人口減少に歯止めをかけるため、令和５年度から市民の皆さまの人生をトータルで応援する
「さくらがわ人生応援プロジェクト」として、１４事業（年度途中に１事業を追加）を展開してきました。
　令和６年度は、このプロジェクトに新たに６つの事業を追加し、人口減少対策をさらに拡充します。

� ■問合先／企画課（☎ 58－5111・75－3111 代表）

©桜川市

さくらがわ人生応援プロジェクト
＼市民の皆さまの人生をトータルで応援します！／



桜川市真壁町山尾783

認定こども園真壁保育園
子育て支援センター
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２
月
21
日
に
市
役
所
大
和
庁
舎

で
、
茨
城
県
市
長
会
民
間
自
治
功

労
者
表
彰
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

三み
し
ろ代
雄ゆ

う
い
ち一
さ
ん
（
長
方
地
区
）
に

大
塚
市
長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　

三
代
さ
ん
は
、
平
成
25
年
か
ら

令
和
３
年
ま
で
の
８
年
間
、
市
代

表
監
査
委
員
を
務
め
、
市
の
予
算

執
行
や
財
務
事
務
な
ど
の
経
営
管

理
に
対
し
、
公
平
性
や
効
率
性
の

確
立
に
重
点
を
置
い
た
監
査
や
指

導
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
氏
は
「
こ
の
度
は
、
名
誉
あ

る
賞
を
い
た
だ
き
、
誠
に
光
栄
で

す
。
こ
れ
も
、
多
く
の
皆
さ
ま
の

ご
指
導
の
賜

た
ま
も
のと
心
か
ら
感
謝
し
て

お
り
ま
す
」
と
受
賞
の
喜
び
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
22
日
、
結
城
市
内
の
会
場

で
、
茨
城
県
県
西
市
長
会
（
結
城

市
・
古
河
市
・
下
妻
市
・
常
総
市
・

笠
間
市
・
筑
西
市
・
坂
東
市
・
桜

川
市
の
８
市
で
構
成
）
と
、
株
式

会
社
マ
ー
ケ
ッ
ト
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ズ
（
小こ

ば
や
し林
泰や

す
し士
代
表
取
締
役
社

長
）
が
、
循
環
型
社
会
構
築
に
関

す
る
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

官
民
連
携
に
よ
る
本
協
定
を
契

機
と
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達

成
や
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
に
向
け
て
、
リ
ユ
ー
ス
活

動
の
推
進
や
循
環
型
社
会
形
成
の

促
進
を
目
指
し
ま
す
。

英語のみで行われた授業 英語でコミュニケーションを図る児童たち講師を務めた市ＡＬＴの皆さん

民間自治功労賞を受賞した三代さん
（右）と大塚市長（左）

協定を締結した８市の市長・副市長と小林代
表取締役社長（中央）

　２月 19 日に、南飯田小学校で 「Ｅｎｇｌｉｓｈ　Ｄａｙ」が開催されました。この取り組みは、Ａ
ＬＴ（外国語指導助手）との触れ合いを通して、児童が英語や異文化に興味を持ち、英語学習に意欲的
に取り組むことを目的として計画されたものです。
　当日は、市内の小・中・義務教育学校に勤務しているＡＬＴ９名が、同校児童と自己紹介やグループ
ごとのジェスチャーゲームなど、英語を用いたさまざまな活動を行いました。児童たちは、多くのＡＬ
Ｔと積極的にコミュニケーションを図り、異文化交流を楽しみました。

三
代 

雄
一
さ
ん
が

民
間
自
治
功
労
者
表
彰
を

�

受
賞

県
西
８
市
と

マ
ー
ケ
ッ
ト
エ
ン
タ
ー
ブ
ラ
イ
ズ
が

�

官
民
連
携

Ｅｎｇｌｉｓｈ　Ｄａｙ 開催
� ■問合先／教育指導課（☎ 58 -５１１１・75 -３１１１代表）



令和6年2月8日（木）～5月12日(日)
午前10時～午後5時（入館は午後4時30分まで）開館時間

 千住 博と
　 黄金の茶道具 特別展

休 館 日4/29・5/6

- 伝統と革新 -

ウォーターフォール・オン・カラーズ 特別公開　黄金の茶道具

茨城県筑西市ザ・ヒロサワ・シティ
ＴＥＬ　０２９６-４５-６２２８月曜開館日 月曜日・5/7（火）
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2月2日～4日

　

郷
土
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
第
11
回

い
ば
ら
き
っ
子
郷
土
検
定
県
大

会
」
が
、
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ

会
館
（
水
戸
市
）
で
開
催
さ
れ
、

桜
川
市
代
表
と
し
て
桃
山
学
園
が

出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
県
内
市
町
村
の

代
表
校
が
、
県
内
各
地
の
郷
土
検

定
問
題
に
挑
み
、
当
日
は
45
校
が

参
加
。
桃
山
学
園
の
生
徒
た
ち
は

応
援
を
力
に
変
え
て
、
準
決
勝
ま

で
進
出
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
県
民
健
康
づ
く
り

表
彰
式
が
茨
城
県
庁
（
水
戸
市
）

で
行
わ
れ
、
食
生
活
改
善
推
進
員

の
岡お

か
だ田
い
し
さ
ん
が
県
知
事
賞

を
、
健
康
推
進
員
の
荻お

ぎ
わ
ら原
晴は

る
み美
さ

ん
・
鴨か

も
し
だ

志
田
ま
さ
子こ

さ
ん
・
深ふ

か
や谷

寿す

み

こ
美
子
さ
ん
、
介
護
予
防
体
操
相

談
支
援
者
の
増ま

す
ぶ
ち渕
裕ゆ

う
こ子
さ
ん
が
県

保
健
医
療
部
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

５
名
の
方
は
、
健
康
づ
く
り
の

た
め
に
尽
力
し
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
統
計
調
査
員
の
常と

き
わ盤
延の

ぶ
こ子
さ

ん
が
、
令
和
５
年
度
茨
城
県
統
計

功
労
者
表
彰
で
総
務
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
、
大
塚
市
長
か
ら
表
彰
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

常
盤
さ
ん
は
、
平
成
7
年
か
ら

令
和
4
年
の
間
、
５
年
ご
と
に
実

施
さ
れ
て
い
る
国
勢
調
査
に
、
連

続
し
て
６
回
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
統
計
調
査
に

も
多
数
従
事
し
て
い
る
長
年
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　

白
馬
岩
岳
ス
ノ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド

（
長
野
県
白
馬
村
）
で
、
第
４
回

全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
ス
キ
ー
技
術

選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
、
市い

ち
む
ら村

芳よ
し
じ二
さ
ん
（
谷
中
地
区
）
が
65
歳

以
上
の
部
で
、
全
４
種
目
1
位
で

優
勝
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
シ
ニ
ア
層
の
ス

キ
ー
競
技
の
活
性
化
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
村
さ
ん
は「
連
覇
を
目
指
し
、

今
後
も
日
々
努
力
し
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

2月14日

2月3日

2月14日

市
村
芳
二
さ
ん
が
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ�

�

ス
キ
ー
技
術
選
手
権
大
会
で
優
勝

県
民
健
康
づ
く
り
表
彰
式
で
５
名
が�

�
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
功
労
者
表
彰
を
受
賞

い
ば
ら
き
っ
子
郷
土
検
定
県
大
会
交
流
会
に�

�

桃
山
学
園
が
参
加

市
統
計
調
査
員
の
常
磐
延
子
さ
ん
が�

�

県
統
計
功
労
者
表
彰
受
賞

大塚市長から総務大臣表彰の伝達を受けた常磐さん

表彰台に立つ市村さん（中央）

表彰式に出席した皆さん

市の代表として出場した桃山学園の生徒たち



総務部

職員採用説明会開催中

JAは、食と農を基軸とする

地域に根差した「協同組合」です。

組合員の一人ひとりが力を合わせ、

みんなの願いをかなえていく組織です。
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第１9回第１9回桜川市さくらマラソン大会桜川市さくらマラソン大会
　３月１０日、第１９回桜川市さくらマラソン大会が
桜川市総合運動公園をスタート・ゴールとする１．５㎞・
２㎞・３㎞・５㎞・１０㎞のコースで開催されました。
　新型コロナウイルス感染症の影響により中止が続い
ていましたが、５年ぶりの開催となりました。当日は
１，０６８人のランナーが参加し、年齢や性別に応じた
２６種目のレースが行われました。各種目の上位入賞
者は、次の方々です（敬称略）。

～１，０６８人のランナーが力走～

1位 2位 3位

1.5
㎞

親子男子
１年生

加藤　俊宏・佑維斗
05:58（真岡市）

宮田　大輔・陸玖
06:05（筑西市）

長山　公則・佳生
06:25（笠間市）

親子男子
２年生

平沼　茂・晴翔
06:00（鉾田市）

佐藤　裕介・奏和
06:03（つくば市）

菊池　哲也・泰地
06:19（桜川市）

親子男子
３年生

軽部　敬三・有記
05:55（桜川市）

山野　陽平・佑馬
05:57（益子町）

増山　賀紀・蓮馬
06:25（真岡市）

親子女子
１年生

阿部　理佐・結南
06:52（大田原市）

廣澤　正宏・花綾
07:08（桜川市）

渡邉　学・桜衣
07:09（桜川市）

親子女子
２年生

吉田　祐樹・幹菜
06:12（水戸市）

永盛　愛美・美玲
06:30（筑西市）

市村　理弘・七碧
06:37（筑西市）

親子女子
３年生

寺内　寿行・梨乃
06:04（真岡市）

星野　大樹・由羽
06:27（越谷市）

黒澤　伸也・琉桜
06:42（太田市）

2
㎞

男子
４年生

高橋　竜生
07:32（桜川市）

本橋　美輝
07:35（つくば市）

仁平　憲吾
07:40（桜川市）

男子
５年生

樋口　優心
07:03（宇都宮市）

佐藤　颯信
07:14（筑西市）

谷内　陽太
07:15（鹿嶋市）

男子
６年生

深谷　葵
07:08（小山市）

石上　蒼惟
07:31（小美玉市）

長谷川　舜
07:34（守谷市）

女子
４年生

宮田　玲実
07:37（筑西市）

吉田　藍
08:11（水戸市）

海老澤　咲那
08:16（桜川市）

女子
５年生

石塚　美心
07:30（水戸市）

枝　希羽
08:23（桜川市）

関野　心寧
08:47（桜川市）

女子
６年生

落合　南々咲
07:07（真岡市）

平沼　夏葵
07:52（鉾田市）

中村　彩乃
08:09（日立市）

3
㎞

中学生
男子

田中　波有
09:12（我孫子市）

吉川　櫂永
09:18（我孫子市）

岡　良暁
09:21（我孫子市）

中学生
女子

樋口　結愛
10:47（宇都宮市）

佐藤　凛音
11:00（筑西市）

長山　花保
11:42（笠間市）

1位 2位 3位

5
㎞

男子
高校生

井関　勇介
16:03（水戸市）

藤咲　拓海
17:58（水戸市）

大木　琉生
18:46（桜川市）

一般男子
39歳以下

樋山　達也
16:46（宇都宮市）

鈴木　大和
16:57（喜多方市）

入江　航史
17:07（阿見町）

一般男子
40歳代

鈴木　宏之
17:04

（つくばみらい市）
蛭田　浩二

17:33（日立市）
五頭　智彦

17:41（つくば市）

一般男子
50歳以上

松井　章
17:35（江東区）

本間　伸一
17:42（守谷市）

大福根　満
18:36（宇都宮市）

女子
高校生

草柳　杏恋
19:16（筑西市）

深澤　苺子
26:02（宇都宮市） ー

一般女子
39歳以下

皆川　麻美
18:17（墨田区）

高橋　明日香
19:35（日立市）

奥山　春奈
22:03（真岡市）

一般女子
40歳以上

黒崎　実由喜
19:25（宇都宮市）

小林　利恵
20:33（水戸市）

黒川　芳恵
20:52（宇都宮市）

10
㎞

一般男子
39歳以下

佐藤　幸裕
33:23（神栖市）

藤枝　忍
33:56（笠間市）

野澤　友彦
34:19（筑西市）

一般男子
40歳代

黒澤　伸也
35:35（太田市）

山野　陽平
37:20（益子町）

大辻　竹仁
37:39（水戸市）

一般男子
50歳以上

寄川　盛男
38:00（日立市）

永井　和人
38:48（鹿沼市）

廣瀬　誠
39:52（筑西市）

一般女子
39歳以下

福元　可愛
43:12（筑西市）

岩間　茜
44:45（桜川市）

髙橋　英里香
46:49（境町）

一般女子
40歳以上

鈴木　礼子
42:08（太田市）

今泉　愛子
42:20（世田谷区）

稲田　真理子
42:36（筑西市）



ペット火葬は  北つくば農協葬祭のペットセレモニー

ご家族が安心してお見送りできるようお手伝いさせていただきます
まずはお電話ください。丁寧に分かりやすくご説明いたします。

ペットがなくなった!
どうしたらいいの?

その他の地域の方はご相談ください。

ご家族が安心して
お見送りできるよう

心から
信頼いただき

まごころ込めた
おもてなし
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排
水
溝
の

一
つ
で
あ
る

南
北
溝
の

北
側
か
ら

「
雨あ

ま
お
い覆

」
が

出
土
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
火

縄
銃
の
部
品

で
、
火
皿
に

雨
水
が
侵
入
す
る
の
を
防
ぐ
た
め

の
も
の
で
す
。
長
さ
約
８
㎝
の
真

鍮
製
で
、
内
側
に
「
國く

に
と
も友
」
と
銘

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

出
土
層
位
と
雨
覆
が
単
独
で
出

土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時

代
初
期
の
寛
文
年
間
（
１
６
６
１

年
〜
１
６
７
３
年
）
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

真
壁
城
跡
で
、
火
縄
銃
の
部
品

が
出
土
し
た
の
は
初
め
て
で
す
。

　

５
月
６
日
（
月
・
祝
）
ま
で
、

真
壁
伝
承
館
歴
史
資
料
館
に
て
展

示
中
で
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

真
壁
城
跡
で
は
、
史
跡
整
備
に

向
け
た
発
掘
調
査
を
継
続
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
三
の
丸
に
あ
た

る
中
城
の
調
査
で
は
、
戦
国
時
代

に
大
規
模
な
庭
園
が
広
が
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
大
き
さ
は
７，
０

０
０
〜
８，
０
０
０
㎡（
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
コ
ー
ト
以
上
）
で
、
県
内
最

大
規
模
で
す
。
庭
園
か
ら
は
、
池

や
大
規
模
建
物
、
舞
台
状
建
物
、

茶
室
、園
路
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
戦
国
時
代
末
期
の

当
主
で
あ
る
真ま

か
べ壁
久ひ

さ
も
と幹
と
子
の
氏う

じ

幹も
と

に
よ
り
造
ら
れ
ま
し
た
。
当
主

の
代
替
わ
り
に
伴
い
、
庭
園
が
造

　

中
城
庭
園
内
を
め
ぐ
る
園
路

は
、
地
面
を
10
㎝
ほ
ど
掘
り
窪
め

て
底
を
突
き
固
め
た
上
に
、
砂
利

と
砂
を
敷
き
詰
め
て
、
さ
ら
に
固

め
て
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

一
方
、
城
内
を
移
動
す
る
た
め

の
城
道
は
、
道
の
片
側
か
両
側
に

側
溝
を
設
け
、
水
は
け
を
考
慮
し

て
道
の
中
央
部
を
か
ま
ぼ
こ
型
に

高
く
し
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
、
園
路
と
城
道

の
構
造
の
違
い
が
判
明
し
た
こ
と

は
大
き
な
成
果
で
す
。

掘り窪められて造られた園路

火縄銃の部品である「雨覆」

発掘調査の様子

真壁城跡の三の丸にあたる中城

歴
史
資
料
館
だ
よ
り

史
資
料
館
だ
よ
り

文
化
財
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

No.105
教育委員会文化財課
文化財グループ
（�☎58-5111･75-3111代表）

り
替
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
発
掘
調

査
で
判
明
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、

当
初
深
く
造
っ
た
池
を
一
旦
埋
め

戻
し
て
、
浅
く
小
さ
い
池
に
造
り

替
え
て
い
ま
す
。

　

庭
園
が
残
っ
て
い
る
の
は
大
変

珍
し
く
、
し
か
も
当
時
の
大
改
造

の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
良

い
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
た

め
、
真
壁
城
跡
は
、
今
、
全
国
的

に
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
史
跡
整
備
に
伴
い
、

遺
構
の
年
代
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
の
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
成
果
を
報
告
し
ま
す
。

火
縄
銃
の
部
品
が
出
土

園
路
の
造
り
方
が
判
明

国
指
定
史
跡
真
壁
城
跡
の

�
発
掘
調
査
成
果

本丸
二の丸

中城

外曲輪



令和6年

(日）日月
2025卒の方は、

マイナビ2025から▼
中途採用ご希望の方は、お電話
またはホームページより▼

スミハツの技術が
未来の交通インフラと
産業機械を支えています

未
来
に
誇
れ
る
仕
事
を

 
一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
？
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近
視
の
子
ど
も
が
増
加

　

日
本
に
お
け
る
裸
眼
視
力

１
．０
未
満
の
子
ど
も
の
割
合
は
、

約
40
年
前
と
比
べ
て
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

近
視
は
、
遺
伝
的
要
因
と
環
境

的
要
因
の
両
方
が
関
係
し
ま
す

が
、
環
境
に
よ
る
影
響
が
大
き
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ

ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
ゲ
ー
ム

機
な
ど
を
、
長
い
時
間
近
く
で
見

て
い
る
こ
と
が
近
視
の
原
因
の
一

つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
視
を
防
ぐ
た
め
の�

�
�

生
活
習
慣

■
外
で
過
ご
す
時
間
を
増
や
そ
う

　

近
視
予
防
の
た
め
に
、
１
日
２

時
間
は
屋
外
で
過
ご
す
と
良
い
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
２
時
間

以
下
の
屋
外
活
動
で
も
近
視
の
進

行
抑
制
に
効
果
が
得
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
な
る
べ
く
屋
外

で
過
ご
す
時
間
を
増
や
し
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
屋
外
活
動
で
の
近
視
の

予
防
効
果
は
、
年
齢
が
低
い
子
ど

も
ほ
ど
高
い
た
め
、特
に
幼
稚
園
・

保
育
園
や
小
学
校
低
学
年
で
は
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
外
遊
び
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
太
陽
の
光
を

浴
び
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
近
い
所
を
見
る
作
業
は
注
意

　

近
い
所
を
見
る
作
業
が
増
え
る

と
、
近
視
に
な
り
や
す
い
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
読
書
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
用
す
る
際
は
、
次
の

点
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・�

対
象
か
ら
30
㎝
以
上
目
を
離
す

・�

30
分
に
１
回
は
、
20
秒
以
上
目

を
休
め
る

・�

背
筋
を
伸
ば
し
、
姿
勢
を
良
く

す
る

・�

部
屋
を
十
分
に
明
る
く
す
る

・�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
明
る

さ
を
適
切
に
調
節
す
る

近
視
の
進
行
が�

�

与
え
る
影
響

　

軽
度
の
近
視
で
も
、
緑
内
障
や

網
膜
剥
離
な
ど
、
近
視
以
外
の
目

の
病
気
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
生
涯

に
わ
た
り
良
好
な
視
力
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
幼
少
期
に
近
視
を

発
症
さ
せ
な
い
、
進
行
さ
せ
な
い

取
り
組
み
が
非
常
に
重
要
で
す
。

早
め
に
医
療
機
関
へ�
�

受
診
を

　

近
視
に
よ
る
視
力
低
下
は
、
主

に
目
の
奥
行
き
の
長
さ
が
伸
び
る

こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

　

目
の
奥
行
き
の
長
さ
が
一
度
伸

び
て
し
ま
う
と
元
に
戻
す
こ
と
は

で
き
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
た

め
、
近
視
は
予
防
や
早
期
発
見
が

と
て
も
重
要
で
す
。
健
診
で
視
力

低
下
や
近
視
を
指
摘
さ
れ
た
場
合

は
、
早
め
に
眼
科
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

市
の
健
康
診
査
を�

�
�

受
け
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、
３
歳
児
健
康
診
査
で

視
力
検
査
と
屈
折
検
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

市
が
行
っ
て
い
る
令
和
６
年
度

の
乳
幼
児
健
康
診
査
・
相
談
の
日

程
は
、
母
子
手
帳
ア
プ
リ
「
母
子

モ
」
で
も
確
認
可
能
で
す
。

お
子
さ
ん
の
目
を
守
る
た
め
に

お
子
さ
ん
の
目
を
守
る
た
め
に

■近視度数と眼疾患のオッズ比（起こりやすさの見込み）

■裸眼視力 1.0 未満の者の割合の推移

※出典：文部科学省「学校保健統計調査」

※出典：文部科学省「子供たちの目を守るために」

母子手帳アプリ
母子モ

●●各種相談（要予約）
子育て相談（精神保健福祉士による個別相談・1人 1時間程度）
日時 5月 21日（火）　① 10時～　② 11時～ 会場 岩瀬福祉センター

総合健康相談
日時 5月 10日（金）　10時～ 11時 30分

会場
乳幼児相談：子育て世代包括支援センターさくらっこ
上記以外：岩瀬庁舎日時 5月 24日（金）　10時～ 11時 30分

●●休日当番医　�診療時間／9時～12時、13時～16時　　受付時間／9時～11時 30分、13時～15時 30分
診療日 医療機関名 住所 連絡先

5月 3日（金） 仁保内科医院 真壁町真壁425 ☎ 0296-23-8088
5月 4日（土） 上の原病院 上野原地新田159-2 ☎ 0296-75-3130
5月 5日（日） 大和クリニック 大国玉2513-12 ☎ 0296-58-7788
5月 6日（月） 平島医院 岩瀬198 ☎ 0296-75-2510
5月 12日（日） 田崎内科医院 真壁町田268-6 ☎ 0296-55-2511
5月 19日（日） 阿部田医院 真壁町亀熊123-1 ☎ 0296-55-0305
5月 26日（日） 鏑木クリニック 加茂部4-1 ☎ 0296-76-3131

献血のご協力のお願い 乳幼児健診の確認方法の変更
■日時／5月 9日（木）9時 30分～ 16時
■会場／大和ふれあいセンター「シトラス」

　乳幼児健診の年間日程は、市ホームページ
または、母子手帳アプリ「母子モ」で確認で
きます。年間日程は、健康推進課（岩瀬庁舎）
で配布しています。

　令和6年度の住民健診（予約制）が始まります。�
6 月は大和ふれあいセンター「シトラス」が会場となります。
■Web予約／5月 26日（日）　20時～
　※Web予約は、コールセンター予約の1日前から可能
■コールセンター予約（☎0570‐077‐150）
　5月 27日（月）、28日（火）　9時～ 17時
　風疹の抗体検査をまだ受けていない方は、住民健診でも検査ができます。�
対象の方で、まだ抗体検査を受けていない方は健診当日、クーポンを持参してください。

令和6年度住民健診
健診Web予約
サービス� ▶

住民健診の
詳細� ▶

市ホーム
ページ▼

（注）本資料は、現時点における科学的知見に基づき作成したものであり、今後、研究の進展に伴い、知見が変更される場合があります。

❶ 近視の子供が増加しています
▶近年、子供の近視は世界中で増加しており、特にアジア
の先進諸国では多い傾向にあります。

▶文部科学省の調査でも、日本における裸眼視力�.�未満
の子供の割合は、約��年前と比べて増加傾向にあります。
▶近視は、遺伝的要因と環境要因の両方が関係すると言わ
れていますが、近年の近視の増加は、環境による影響が
大きいと考えられています。

※正確には、裸眼視力�.�未満の子供の全てが近視であるとは限りませんが、
うち、約８～９割は近視であることが指摘されています（宮浦ほか.����）。 

❸ 近視を防ぐための生活習慣は？

▶日中に屋外で過ごす時間が多い子供は、近視を発症しにくく
近視の進行も少ないことや、近視かどうかに関わらず、
近視予防のために１日２時間は屋外で過ごすと良いことが
分かっています。
▶屋外活動による近視の予防効果は、年齢が低い子供ほど
高いため、特に幼稚園・保育園や小学校低学年では、無理
のない範囲で、外遊びを積極的に取り入れ、太陽の光を
浴びるようにしましょう。

※屋外では、強い光を避け、なるべく木陰や建物の影で過ごしましょう。
※屋外活動は、在校時だけでなく、帰宅後や休日などを活用して行うことも

考えられます。

▶近い所を見る作業（近業）が増えると、近視になりやすい
ことが分かっています。

▶読書やタブレット使用など、近業を行う際は次のような点
に気をつけましょう。

●対象から��cm以上、目を離す

●��分に１回は、��秒以上、目を休める

●背筋を伸ばし、姿勢を良くする

●部屋を十分に明るくする

●使用する機器の輝度（明るさ）を適切に調節する

❷ 近い所を見る作業では注意しましょう！

▶（公社）日本眼科医会では、子供の目を守るための啓発コンテンツを作成しています。より詳しく知り
たい方は、Webサイトをご覧ください。▶目について気になることがあれ ば、眼科医に相談しましょう。
見え方の変化に早めに気づくために、定期的に眼科を受診することも大切です。

日本眼科医会
HPはこちら▶

❷ 近視が進行するとなぜ悪いの？
▶近視は、メガネなどで矯正すれば視力がでるものとして
これまであまり問題視されてきませんでした。
▶しかし、様々な疫学データの蓄積から、近視が将来の目の
病気のリスクを高める可能性があることが分かってきています。
▶右図は、近視度数ごとに、目の病気に罹患しているオッズ比
（目の病気を有する割合の高さ）を示したものです。子供
たちが生涯にわたり良好な視力を維持するためには、小児期
に近視の発症と進行を予防することが極めて重要です。

※オッズ比とは、ある因子がある病気の発症に関連する程度を表す指標で、大きいほど関連性が
強いとされます。なお、オッズ比は何倍病気になりやすいということを意味するものではありません。

※

子供たちの目を守るために
～知っておきたい近視の知識～

❶ 外で過ごす時間を増やしましょう！
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▶文部科学省の調査でも、日本における裸眼視力�.�未満
の子供の割合は、約��年前と比べて増加傾向にあります。
▶近視は、遺伝的要因と環境要因の両方が関係すると言わ
れていますが、近年の近視の増加は、環境による影響が
大きいと考えられています。

※正確には、裸眼視力�.�未満の子供の全てが近視であるとは限りませんが、
うち、約８～９割は近視であることが指摘されています（宮浦ほか.����）。 
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▶日中に屋外で過ごす時間が多い子供は、近視を発症しにくく
近視の進行も少ないことや、近視かどうかに関わらず、
近視予防のために１日２時間は屋外で過ごすと良いことが
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のない範囲で、外遊びを積極的に取り入れ、太陽の光を
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※屋外では、強い光を避け、なるべく木陰や建物の影で過ごしましょう。
※屋外活動は、在校時だけでなく、帰宅後や休日などを活用して行うことも
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▶近い所を見る作業（近業）が増えると、近視になりやすい
ことが分かっています。

▶読書やタブレット使用など、近業を行う際は次のような点
に気をつけましょう。

●対象から��cm以上、目を離す

●��分に１回は、��秒以上、目を休める

●背筋を伸ばし、姿勢を良くする

●部屋を十分に明るくする

●使用する機器の輝度（明るさ）を適切に調節する

❷ 近い所を見る作業では注意しましょう！

▶（公社）日本眼科医会では、子供の目を守るための啓発コンテンツを作成しています。より詳しく知り
たい方は、Webサイトをご覧ください。▶目について気になることがあれ ば、眼科医に相談しましょう。
見え方の変化に早めに気づくために、定期的に眼科を受診することも大切です。

日本眼科医会
HPはこちら▶

❷ 近視が進行するとなぜ悪いの？
▶近視は、メガネなどで矯正すれば視力がでるものとして
これまであまり問題視されてきませんでした。
▶しかし、様々な疫学データの蓄積から、近視が将来の目の
病気のリスクを高める可能性があることが分かってきています。

▶右図は、近視度数ごとに、目の病気に罹患しているオッズ比
（目の病気を有する割合の高さ）を示したものです。子供
たちが生涯にわたり良好な視力を維持するためには、小児期
に近視の発症と進行を予防することが極めて重要です。

※オッズ比とは、ある因子がある病気の発症に関連する程度を表す指標で、大きいほど関連性が
強いとされます。なお、オッズ比は何倍病気になりやすいということを意味するものではありません。
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■問合先／健康推進課　☎0296‐75‐3159（直通）  5
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お
知
ら
せ

令
和
６
年
度 

人
間
ド
ッ
ク�

 
�

健
診
費
助
成
受
付
開
始

国
民
健
康
保
険

■
定
員
／
助
成
額

▼�

人
間
ド
ッ
ク
／
６
３
０
人
・

２
万
円

▼�

脳
併
用
ド
ッ
ク
／
１
５
０
人
・

４
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

■
定
員
／
助
成
額

▼�

人
間
ド
ッ
ク
／
１
５
０
人
・

２
万
円

▼�

脳
併
用
ド
ッ
ク
／
30
人
・
４
万

円共
通
事
項

■
申
込
期
間
／
４
月
８
日
（
月
）

～
19
日
（
金
）

■
そ
の
他
／
詳
し
く
は
「
令
和
６

年
度
健
診
の
お
知
ら

せ
」
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※�

今
年
度
か
ら
、
健
診
の
お
知
ら

せ
方
法
が
、
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

か
ら
「
令
和
６
年
度
健
診
の
お

知
ら
せ
」
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
。

■
問
合
先
／
国
保
年
金
課
（
☎

０
２
９
６‐75‐３
１
２
５
直

通
）

●

●

●

●

●

※���

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
国
保
年
金
課
（
☎

０
２
９
６‐75‐３
１
２
５
直

通
）

●

●

●

●

●

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
助
成

■
対
象
要
件

・�

市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
対

象
と
な
る
住
宅
に
継
続
し
て
３

年
以
上
居
住
し
て
い
る
方

・�

市
内
の
施
工
業
者
に
よ
る
工
事

・�

対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者

・�

市
税
な
ど
を
完
納
し
て
い
る
方

・�

市
か
ら
他
の
補
助
制
度
に
よ
る

助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

・�

今
ま
で
に
当
補
助
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
方
な
ど

■
対
象
住
宅
／
申
請
者
が
市
内
に

所
有
す
る
個
人
住
宅

※�
併
用
住
宅
な
ど
の
場
合
は
個
人

住
宅
部
分
と
し
、
違
法
建
築
で

な
い
も
の

■
対
象
工
事
／
12
月
31
日
（
火
）

ま
で
に
完
了
す
る
税
抜
金
額
20
万

円
以
上
の
工
事

※�

発
注
済
み
、
完
了
済
み
の
工
事

は
対
象
外

■
申
請
受
付
開
始
／
５
月
７
日

（
火
）

※�

予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
終
了

令
和
６
年
度
か
ら
国
民
健
康

保
険
税
率
が
変
わ
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
茨
城

県
が
財
政
運
営
の
主
体
と
な
っ
て

お
り
、
市
は
茨
城
県
が
提
示
し
た

納
付
金
を
県
に
納
め
て
い
ま
す
。

納
付
金
の
主
な
財
源
は
、
国
民
健

康
保
険
税
で
す
。

　

令
和
６
年
度
は
、
医
療
費
の
増

加
に
伴
う
納
付
金
の
財
源
不
足
に

対
応
す
る
た
め
、
税
率
を
改
正
し

ま
し
た
。
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ま

が
今
後
も
安
心
し
て
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
国
民
健
康
保
険

制
度
の
運
営
の
た
め
に
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

■
改
正
内
容

国保税 
医療分

改正前
（令和５年度）

改正後
（令和６年度）

所得割 ５．４ ％ ７．２ ％

均等割 ３１，４００ 円 ３３，８００ 円

■
補
助
金
額
／
対
象
経
費
の
税
抜

き
10
％
の
額
（
上
限
10
万
円
）

■
申
請
書
類
／
申
請
書
、
市
税
等

納
付
状
況
確
認
承
諾
書
、
口
座
登

録
依
頼
書
、工
事
見
積
書
の
写
し
、

住
民
票
謄
本
、
固
定
資
産
評
価
証

明
書
、
建
築
基
準
法
上
の
許
可
が

必
要
な
場
合
は
そ
の
写
し
、
現
況

写
真
、
案
内
図
な
ど

※�

内
容
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※�

申
請
に
係
る
様
式
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
で
す
。
そ
の
ほ
か
商
工
観

光
課
（
真
壁
庁
舎
）、
総
合
窓

口
課
（
岩
瀬
・
大
和

庁
舎
）
に
設
置
し
て

あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
・
申
請
先
／
商
工
観
光

課
（
〒
３
０
０‐４
４
９
５ 

桜

川
市
真
壁
町
飯
塚
９
１
１ 

☎

０
２
９
６‐55‐１
１
５
９
直

通
）

●

●

●

●

●

異
常
通
報
シ
ス
テ
ム
「
桜
川

通
報Voice

」
の
運
用
開
始

　

道
路
の
危
険
箇
所
や
漏
水
、
不

法
投
棄
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
簡
単
に
報
告
で
き
ま
す
。

　

報
告
時
の
位
置
情
報
や
写
真
に

よ
り
、
問
題
発
覚
か
ら
解
決
ま
で

の
対
応
が
迅
速
に
な
り
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
通
報
の
種
類
／
道
路
危
険
個

所
、
漏
水
、
動
物
の
れ
き
死
、
動

物
に
関
す
る
苦
情
、
防
犯
灯
、
不

法
投
棄
、
野
焼
き
、
雑
草
の
繁
茂

■
利
用
方
法
／
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
／
報
告
い
た
だ
い
た
内

容
に
よ
っ
て
は
、
早
急
な
対
応
が

困
難
な
場
合
や
対
応
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
先
／
企
画
課
（
58‐

５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代
表
）

健
康
福
祉

児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当

の
申
請

　

各
種
手
当
は
、
申
請
に
よ
り
支

給
さ
れ
ま
す
。
申
請
漏
れ
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当

■
支
給
対
象
／
中
学
校
卒
業
ま
で

（
15
歳
の
誕
生
日
後
の
最
初
の
3

月
31
日
ま
で
）
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方

※�

児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に

入
所
し
て
い
る
場
合
や
、
里
親

な
ど
に
委
託
し
て
い
る
場
合

は
、
原
則
そ
の
施
設
の
設
置
者

や
里
親
な
ど
に
支
給
し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

■
支
給
対
象
／
父
母
の
離
婚
な
ど

に
よ
り
、
父
ま
た
は
母
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
養
育

し
て
い
る
場
合
や
、
父
ま
た
は
母

が
心
身
に
障
が
い
が
あ
る
場
合
に

そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
ま

た
は
母
、
も
し
く
は
養
育
者

※�

児
童
の
18
歳
の
誕
生
日
後
の
最

初
の
3
月
31
日
ま
で
対
象
で
、

児
童
が
政
令
で
定
め
る
障
が
い

を
有
す
る
場
合
は
、
20
歳
に
達

す
る
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

※�

公
的
年
金
な
ど
を
受
給
す
る
場

合
は
、
児
童
扶
養
手
当
額
の
全

部
ま
た
は
一
部
を
受
給
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
年
金
額
が
児
童

扶
養
手
当
よ
り
低
い
場
合
は
、

差
額
分
を
児
童
扶
養
手
当
と
し

て
支
給
し
ま
す
。

共
通
事
項

■
申
請
に
必
要
な
も
の
／
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の
、
通
帳
、

戸
籍
謄
本
な
ど

■
申
請
先
／
児
童
福
祉
課
（
岩
瀬

庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
大
和
・

真
壁
庁
舎
）

■
そ
の
他
／
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

児童手当

児童扶養手当

　

桜
川
市
と
筑
西
市
は
、
約
50
年

前
か
ら
続
く
国
内
有
数
の
こ
だ
ま

す
い
か
の
産
地
で
す
。

　

両
市
産
の
こ
だ
ま
す
い
か
は
、

冷
蔵
庫
に
丸
ご
と
入
る
手
ご
ろ
な

サ
イ
ズ
で
取
り
扱
い
や
す
く
、
果

皮
が
薄
い
う
え
に
味
が
濃
厚
で

す
。
３
月
か
ら
７
月
上
旬
ま
で
出

荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
だ
ま
す
い
か
に
は
、
抗
酸
化

作
用
が
期
待
さ
れ
る
リ
コ
ピ
ン
、

む
く
み
防
止
や
腎
機
能
健
全
化
に

効
果
の
高
い
カ
リ
ウ
ム
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

５
月
５
日
は�

�
�

こ
だ
ま
す
い
か
の
日

　

毎
年
立
夏（
今
年
は
５
月
５
日
）

は
「
こ
だ
ま
す
い
か
の
日
」
で
す
。

初
夏
の
味
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

こ
だ
ま
す
い
か
は
、
完
熟
で
食

べ
頃
の
時
期
に
収
穫
し
て
い
ま

す
。

　

す
い
か
は
、
メ
ロ
ン
の
よ
う
な

追
熟
性
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
買
っ
て
か
ら
ご
家
庭
で
保
存

し
て
も
甘
味
が
増
す
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
早
く
食
べ

る
ほ
う
が
美
味
し
い
の
で
、
新
鮮

な
う
ち
に
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
茨
城
県
県
西
農
林
事
務
所 

経
営
・
普
及
部
門�

（
☎
０
２
９
６‐24‐９
２
１
８
）

●●
こ
だ
ま

こ
だ
ま
す
い
か
の
美
味
し
い
食
べ
方
●●

こ
だ
ま

こ
だ
ま
す
い
か
す
い
か
の
出
荷
が

の
出
荷
が�

�
�

�
��

今
年
も
は
じ
ま
り
ま
す

今
年
も
は
じ
ま
り
ま
す
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特別養護老人ホーム上の原

市
長
と
語
ろ
う
！�

�

「
市
民
の
日
」

14さくらがわ　2024.4.1

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
行
政
に

反
映
す
る
た
め
に
、
市
長
と
お
話

し
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な

ん
で
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
市
長
は
職
務
上
、
急
な

用
務
が
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
場
合
は
副
市
長
な
ど
が

対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

お
手
数
で
も
前
日
ま
で
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
4
月
15
日
（
月
）
９
時

～
12
時
（
最
終
受
付
11
時
30
分
）

■
会
場
／
市
役
所 

真
壁
庁
舎

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（
☎
58

‐５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代
表
）

■
問
合
先
／
児
童
福
祉
課
（
☎

０
２
９
６‐75‐３
１
５
６
直
通
）

税

不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て

　

土
地
や
家
屋
を
売
買
、
贈
与
、

交
換
な
ど
で
取
得
し
た
と
き
や
、

家
屋
を
新
築
し
た
と
き
は
、
不
動

産
取
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

税
額
は
、
課
税
標
準
額
（
固
定

資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
価
格
、
ま
た
は
固
定
資
産
評
価

基
準
に
よ
り
評
価
し
決
定
し
た
価

格
）
に
、
土
地
ま
た
は
住
宅
を
取

得
し
た
場
合
は
３
％
、
住
宅
以
外

の
家
屋
を
取
得
し
た
場
合
は
４
％

を
乗
じ
た
額
で
す
。

　

な
お
、
住
宅
や
住
宅
用
土
地
を

取
得
し
た
方
は
、
一
定
の
要
件
の

も
と
で
税
額
が
軽
減
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
茨
城
県
筑
西
県
税
事

務
所
課
税
第
二
課
（
☎
０
２
９
６

‐24‐９
１
９
７
）

無
料
相
談

筑
西
地
方
家
族
会

　

市
内
在
住
で
ご
家
族
の
心
の
病

気
で
お
悩
み
の
方
へ
家
族
相
談
支

援
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
4
月
17
日
（
水
）
13
時

～
15
時

■
会
場
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
ば
さ  

心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

（
筑
西
市
小
林
３
５
５
）

■
連
絡
先
／
筑
西
地
方
家
族
会 

古こ
い
け池
（
☎
０
２
９
６‐
52‐

２
７
４
３
）

●

●

●

●

●

行
政
書
士
無
料
相
談
会

■
日
時
／
４
月
13
日
（
土
）
９
時

～
15
時
（
９
時
受
付
開
始
）

■
会
場
／
桜
川
市
総
合
運
動
公
園

（
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
会
場
内
）

■
相
談
内
容
／
建
設
業
や
飲
食
店

な
ど
の
営
業
許
可
、
農
地
転
用
や

開
発
行
為
な
ど
の
許
可
申
請
に
関

す
る
相
談
、
遺
産
分
割
協
議
書
作

成
な
ど
相
続
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他
／
雨
天
時
は
、
14
日

（
日
）
に
順
延
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
行
政
書
士
連

絡
会
事
務
局
（
☎
０
２
９
６‐76

‐５
１
６
２
）

●

●

●

●

●

納
期
限
／
４
月
30
日（
火
）

固
定
資
産
税�

1
期

国
民
健
康
保
険
税�

随
時

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

随
時

介
護
保
険
料
1
期（
暫
定
）�

随
時

　
税
・
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

４
月
納
期
の�

�

税
・
保
険
料

行
政
相
談
の
年
間
予
定

　

困
り
ご
と
や
苦
情
、
意
見
・
要

望
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
行
政
相
談
委
員
が
、

皆
さ
ま
の
声
を
行
政
に
お
届
け
す

る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

■
日
程
・
会
場

会　場 日　程（13時30分～15時）

大和中央公民館 5 月 9 日 （木）

大和ふれあいセンター 
「シトラス」

8 月 7 日 （水）、11月 7 日 （木）、 
令和 7 年 2 月 7 日 （金）

岩瀬福祉センター 7 月 8 日 （月）、10月 7 日 （月）、 
令和 7 年 1 月 7 日 （火）

真壁福祉センター 6 月13日（木）、9 月 9 日（月）、 
12月 9 日（月）、令和 7 年 3 月 7 日（金）

※�

中
止
や
延
期
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
総
務
課
（
☎
58‐

５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代
表
）



稲川優子税理士事務所
桜川市西飯岡475-2

安心と笑顔を未来へつなぐ

☏0296ｰ73ｰ6363
E-mail ina-tax.ceo@tkcnf.or.jp

糖尿病専門医・内分泌代謝科専門医

県西糖尿病内分泌内科クリニック
院長 槌田 武史

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前 8:30 -12:30 〇 〇 〇 〇 〇 14：00まで

午後 14:30 -18:30 ／ 〇 〇 ／ 〇 日・祝休診

筑西市成田678番地（筑西警察署斜め向かい） 電話：0296-48-9609

予約制のためお電話でのご予約をお願い致します

15 さくらがわ　2024.4.1

　
短
　
歌

【
岩
瀬
短
歌
会
】

翔
平
の
「
野
球
し
よ
う
ぜ
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

二
万
の
学
校
へ
グ
ロ
ー
ブ
三
個

�
浜
野
和 

操

丸
く
な
り
玄
関
前
に
わ
れ
を
待
つ
ハ
チ
公
な

ら
ぬ
猫
の
ニ
ャ
ン
ニ
ャ
ン

�

大
関 

登
志
子

手
作
り
の
友
の
こ
ん
に
ゃ
く
あ
り
が
た
し
確

か
な
歯
応
え
楽
し
み
て
食は

む

�

大
久
保 

富
美
江

犇ひ
し
めく
を
「
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
」
と
読
み
し
女
子

ア
ナ
が
高
嶺
の
花
で
な
く
な
り
し
今
朝

�

川
崎 

邦
子

元
旦
は
蒔ま

き
え絵
の
富
士
の
盃
で
干え

と支
七
度
目
を

夫
と
よ
ろ
こ
ぶ

�

瀧
井 

幸
子

京
粕
漬
「
魚
久
」
の
魚
贈
ら
れ
て
令
和
六
年

の
豪
華
な
御お

せ
ち節

�

小
林 

美
瑳
子

行
き
あ
い
て
会
話
は
ず
め
ば
隣
人
は
庭
の
小

菊
を
手
折
り
て
く
れ
ぬ

�

久
保 

悦
子

ウ
グ
イ
ス
の
声
は
み
や
ま
に
響
く
な
り
「
法
　

法
華
経
」
と
わ
れ
に
聞
こ
え
て

�

児
玉 

廣
子

元
日
の
大お

お
な
い

地
震
「
逃
げ
て
！
」
女
子
ア
ナ
の

鋭
き
声
に
津
波
が
せ
ま
る

�

デ
バ
ー
ジ
リ
ス
実
奈

三み
つ
ま
た椏

の
蕾つ

ぼ
み

に
そ
っ
と
被か

ぶ

せ
た
る
綿
帽
子
か
な

初
雪
が
降
る

�

瀧
田 

勇

心
込
め
十お

は

こ
八
番
な
り
と
て
歌
ひ
し
が
雑
談
多

く
カ
ラ
オ
ケ
空
し

�

鈴
木 

英
雄

早
朝
の
小
道
歩
け
ば
頬
も
冷
え
過
ぐ
る
車
の

風
す
ら
ぬ
く
し

�

雨
谷 

友
子

再
び
は
観
る
こ
と
な
き
や
能
「
お
ば
す
て
」

眼
こ
ら
し
て
舞
台
を
見
つ
む

�

広
沢 

日
出
子

ち
ゃ
ん
つ
け
て
文
く
る
る
人
息
子
の
嫁
と
孫

と
の
写
真
な
ん
と
妬
ま
し

�

古
賀 

澄

新
し
き
年
を
迎
え
る
う
れ
し
さ
よ
日ひ

お
も
て表
に
蝋

梅
の
花
も
咲
き
そ
む

�

泉 

三
郎

お
ち
ょ
ぼ
口
揃
え
て
何
を
語
れ
る
や
赤
き
侘わ

び

助す
け

か
ぜ
に
揺
れ
つ
つ

�

渡
辺 

し
な
子

【
一
般
投
稿
】

遠
き
日
の
父
母
の
笑
顔
と
あ
の
声
が
八
十
路

の
吾
の
胸
に
つ
き
さ
さ
る

�

青
木 

勲

　
俚
　
謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

背
負
う
未
来
の
重
さ
を
知
ら
ず
嬉
々
と
可
愛

い
一
年
生

�

山
も
み
じ

西
の
吉
野
に
東
の
磯
部
春
を
彩
る
ヤ
マ
ザ
ク

ラ

�

花
野 

し
ぐ
れ

花
粉
コ
ロ
ナ
も
平
気
の
平
左
俺
は
こ
の
世
の

原
始
人

�

み
ー
ち
ゃ
ん

桜
花
咲
き
日
赤
入
社
一
歩
踏
み
出
す
愛
子
さ

ま

�

田 

哲
人

　
俳
　
句

【
一
般
投
稿
】

ふ
き
の
と
う
草
の
す
き
間
に
顔
出
せ
り

�

長
堀 

芳
江

宙
に
梅
辺
り
に
ポ
ツ
り
蕗
の
と
う

�

長
堀 

勉

花
の
雨
愛
車
に
付
い
た
ひ
と
ひ
ら
や

�

浅
賀 

順
子



　

１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
の
被
害
を
受
け
、
市
で
は

被
災
地
で
あ
る
石
川
県
能
登
町
と

輪
島
市
に
職
員
を
派
遣
し
ま
し

た
。

　

１
月
13
日
～
２
月
28
日
に
か
け

て
派
遣
さ
れ
た
、
保
健
師
を
含
む

８
名
の
職
員
は
、
避
難
所
運
営
支

援
や
罹
災
証
明
発
行
支
援
、
在
宅

高
齢
者
の
健
康
管
理
業
務
な
ど
に

従
事
し
ま
し
た
。

　

ま
た
２
月
29
日
に
は
、
現
地
で

の
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
会
を
開

催
し
、
当
市
で
も
起
こ
り
得
る
事

態
を
想
定
し
た
災
害
対
策
、
受
援

体
制
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

被
災
地
の
、
一
日
も
早
い
復
興

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

■
問
合
先
／
職
員
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

新
遊
具
を
設
置

新
遊
具
を
設
置

この広報紙は､ 環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物
性大豆油インキを使用しています
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リハビリハート総合介護ケアセンターリハビリハート総合介護ケアセンター
理学療法士 本橋 寛樹理学療法士 本橋 寛樹

介護・リハビリの
ご 相 談 や 見 学 0 2 9 6 - 7 3 - 6 9 6 5
桜川市西桜川2-18-5
国 道 5 0 号沿い  マクドナルドさん南側  茨 城トヨタさんとなり
桜川市西桜川2-18-5
国 道 5 0 号沿い  マクドナルドさん南側  茨 城トヨタさんとなり

土曜・祝日も営業土曜・祝日も営業 【茨城県指定】地域リハビリ・ステーション
・通所介護（ 3時間・1日・送迎あり）
・居宅介護支援（ケアマネージャー）

【茨城県指定】地域リハビリ・ステーション
・通所介護（ 3時間・1日・送迎あり）
・居宅介護支援（ケアマネージャー）

真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
で

真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
で

��

来
訪
者
を
お
出
迎
え

来
訪
者
を
お
出
迎
え

能
登
半
島
地
震
被
災
地
に

�

市
職
員
を
派
遣

子どもたちの遊ぶ意欲を掻き立てる遊具

乳幼児向けの遊具

来訪者に観光パンフレットなどを手渡す大塚市長

派遣された職員が執行部に活動を報告

�

■
問
合
先
／
地
域
開
発
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

　

桜
川
筑
西
Ｉ
Ｃ
（
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
）
周
辺
開
発
整
備
事
業

の
一
つ
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い

る
大
和
駅
北
公
園
に
、
子
ど
も
向

け
の
遊
具
が
増
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
遊
具
広
場
に
新
た
に
設

置
さ
れ
た
遊
具
は
、
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
遊
具
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
遊
具
の
ほ

か
、
乳
幼
児
向
け
に
パ
ネ
ル
で
囲

ま
れ
た
遊
具
セ
ッ
ト
な
ど
合
わ
せ

て
８
基
で
す
。

　

２
月
23
日
に
、
真
壁
地
区
内
で

大
塚
市
長
や
市
議
会
議
員
、
市
幹

部
が
、
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
に
訪

れ
た
方
々
を
お
出
迎
え
し
ま
し

た
。

　

今
年
で
20
回
目
を
迎
え
た
真
壁

の
ひ
な
ま
つ
り
に
は
、
約
７
万
人

が
訪
れ
、
真
壁
地
区
内
の
各
所
に

飾
ら
れ
た
ひ
な
飾
り
な
ど
の
見
物

や
飲
食
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

１
人
で
も
多
く
の
方
に
桜
川
市

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
市
の
法

被
姿
で
、
来
訪
者
に
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
手
渡
し
、
市
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

　

設
置
の
要
望
が
多
か
っ
た
ブ
ラ

ン
コ
は
、
大
き
さ
や
シ
ー
ト
部
分

の
形
状
が
異
な
る
も
の
を
年
代
別

に
３
基
設
置
し
ま
し
た
。

　

同
公
園
で
は
、
遊
具
広
場
の
東

側
に
乳
幼
児
向
け
の
遊
具
を
、
西

側
に
児
童
向
け
の
遊
具
を
配
置
す

る
な
ど
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
で
も

安
心
し
て
楽
し
め
る
よ
う
、
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
楽
し
く
、

安
全
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

大和駅
北公園

に
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